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わ'か国の黒鉱(式)鉱床について

はじめに

全国の地学フアンの皆さん.この解説記事も四回目に

なりようやく峠にさしかかった感じです.この項では

前回予告しまLたように層状黒鉱鉱床とその周辺に数多

みなもと

く分布する同じ源から生成されたと考えられている脈状

黒鉱鉱床(との関連性)について述べたいと思います.

はじめにこの記事を書くことになりましたとき一般的

にいって解説が中心になることはもちろんですカミ121号

①で約東しましたようにこれに関係した方々の業績を通

じて語ってゆきたいと考えました.ところカミ回を追うに

つれてこのことカミ“名前地獄"の泥沼に落ち込むことにな

ろうとは思いもよらぬことでした.書いても書いても

きりが粗いくらいに次から次へと浮かんできます.落

語に出てくる隣りの隠居ですとこのへんで“高い高い

塀"でも持ってくるのでしょうがそうもゆきません.こ

れまでご紹介した方々ほもちろんその方面におけるいわ

ゆる第一人者であることはいうまでもないのですがさら

にたとえば完壁な潜頭鉱床であった小坂内の岱鉱床か発見

(昭和34年)される“黒鉱ブｰム"の以前にまだまだ淋

しかった秋田県小坂在の相内鉱山において層状黒鉱鉱床

の探査に努力され昭和3峰に未広鉱床･昭和31年犬黒鉱床

･昭和32年弁天鉱床と次々に実績を上げられた臼東金

属の石井康夫さんその他の方々や内の岱鉱床の発見に直

接手を下された同和鉱業の橋本綱治さん(現在赤金鉱業

所)加茂野寺さん(現在花岡勤務)その他の方々在とも忘

れられ狂いわけです.ちょっと書いてもこのくらいです.

石莱･橋本･加茂野さんなどと書くならばまだまだ記

載してそのお仕事を残したい人々があるいはまったく

縁の下の力持ちの役割りをされた方々もたくさん蜘ってい

ます.これら.を私なりに気持のすむようにしますと東

京都の電話帳ぐらいの人名簿になりかねません.かそう

かといってこれまでこの調子で書いてきましたのでいま

わるくち

さらやめるわけにもゆかずやや考えた宋に悪口覚悟で

書けるだけ書いてみるつもりにたりました.

また作文のもう一つの精神としてはいわゆる“地質

ヤ"相手ではなくたとえば鉱山勤務の人々を対象とす

るならば事務･選鉱･製錬･採鉱･測量･試錐･物探･

化探ヤさんなどに多く読んでいただきたいと思いました.

このように考えた理由としましてほもうそろそろ24～5

年も前の話になりますか私も北海道の金山で採鉱ヤとし

て現場勤務の経験がありその際いろいろの参考文献を入

手する不便さを痛感しました.そこでこの記事につv･て

はおこがましくもグリン･タフ地域に胚胎する金属鉱

床に関してはこれがあればあらましのところは見当がつ

く参考となる図･表･写真などがまとめて見られる要

するによろず便利第一主義でまとめてみ辛いと考えま

した.これまで文中に直接関係の住いように見える図･

表などが出てきたと思いますがそれはこのよう衣気持か

らでした｡この回の終りに付図(第30図)として全国

各地の代表的な層状黒鉱鉱床の鉱床を貫くそして上･下

北卓治

盤の記載がよくわかるよう底試錐柱状図を各社から提出し

ていただいてのせました.また1当所の金属広域特研“北

鹿地帯深部構造試錐柱状図"(GSM1号～4号)も集録し

ましたがこれも便利第一主義のつもりです.しかしさ

て手をつけてみますと“名前地獄"といい“便利第一主

義"といい問題カミ多すぎまたこれまで書いた点について

も(①～③)きわめて多くの方々よりお吃りを受けたりで

いささかシュンとしている次第です.

6.層状黒鉱鉱床と脈状黒鉱鉱床

121号①｢黒鉱鉱床の定義｣の項で層状黒鉱鉱床と

脈状黒鉱鉱床につv'て私の考え方に少し触れておきま

ほくろく

したが秋田県北部(最近はこの地域を一般に北鹿地

帯と呼んでいます)に例をとって述べますと典型的な

層状黒鉱鉱床(小坂･花岡鉱床など)の周辺に数多くみ

られる脈状黒鉱鉱床(代表的なものとして尾去沢･

小真木･金畑田大地･長木･堀内･宝倉･猿閻･不老倉

'大沢アンチモン鉱床など)についてそれらが漠然と

相関連した鉱化作用の産物であろうことは従来より多

くの人々によって考えられてきましたカミ最近積極的に

これらを“脈状黒鉱鉱床"として黒鉱の範嬢に入れて

考えたいとされた人は三菱金属鉱業の清水肇･渡辺操

さん(元尾去沢鉱業所勤務)などです.

私は昭和31年夏より秋田県北部において地質調査

所鉱床部における経常研究“金属鉱床地域調査"(堀越

義一元金属課長の発案により次代木村正金属課長に引

きつカミれたもので“特別研究･金属鉱床密集地域の広域

調査"の母体となったものです)に約5年間従事してい

ましたが(地表地質は協同研究者の谷正巳さんが担当)

その調査範囲カミ主として前記の脈状黒鉱鉱床の地帯を中

心としていましたので調査研究にとりかかる初めから

これら両者(層状･脈状)の関連性をまず究明しなくて

はならなv･と考えていました.谷さんと二人で“北

秋田の地域調査をやろう"と夜おそくまで机の前で議論

しあげくの果てに“ノドが渇いたから"と新宿へ出掛

けて行ったのが昨日のように思っていましたがもう

そろそろ一昔前の話になります.この当時は(昭和30

～32年頃)まだ小坂内の岱鉱床カミ発見されず黒鉱鉱床

の見学といえば虎岩さんのおられた花岡鉱山に限られ

てv'ました.もちろん帽状黒鉱鉱床同生説(海底噴

気堆積説)"など述べられる以前で思えば学会も業界

ものんびりしたものでした.それでも私には小坂･�



花岡の黒鉱鉱床か“横に寝ている"ことがやばり気に

在っていたものとみえて何かの席で『それらの関連性

カミ解明され脈状鉱床もこれに抱合できたときに初め

て黒鉱鉱化作用の本質に触れることができるのではない

か』と述べたことをおぼえています.ですからこの

問題については自分でも一度考え方を発表したいと

はかねがね考えていましたが今回ようやくその時期が

きたようです.それには昭和38年度以降北鹿地帯に

おいて火山層序学的デｰタカミ急速に集積されたことに

負うところ大でナそれではそろそろ本論に入ります

が私の考え方をお話する前にまず同生説が述べられ

てから最近に至るまでの両者の関連性に対する考え方

の傾向について述べておきたいと恩v･ます.

前回124号②の“黒鉱鉱床成因論"の項でお話しまし

たように後生説をとる場合はその主張の大きな根拠

として鉱床の上盤にしばしば見られる頁岩や火成岩類

を“帽岩"として解釈しているため層状黒鉱鉱床の直

下あるいはその近辺に通路を求めたいわけです.そう

しますと付近に見られる脈状黒鉱鉱床はその要求を満た

す恰好な現象であるわけです.したがって層状黒鉱鉱

床と脈状黒鉱鉱床の関連性についての解釈は前者が比

較的に上位･晩期生成とされていました.またこれま

で発表された後者の母岩についての記載が先第三紀の

基盤岩あるいは新第三紀層の場合でも下部層である場

合が多かったためさらにこの考え方を助長したようで

す.124号②第2表に示しましたように1960年代に

なりますと層状黒鉱鉱床同生説カミ年頭よりはなばなし

く発表されその前年内の岱鉱床の発見とも相まって

この前後よりそろそろ学会も業界も騒然としてきたわ

けです.

同生説についてはこれまで多くの例についてたく

さんの人制こより述べられてきましたがその過程にお

いてとくに脈状鉱床との関連1生をとり上げられたのは秋

田大学の井上武先生･秋田県庁の上田良一･川尻茂三さ

ん(現探鉱促進事業団)などです.しかし全体を支配す

る解釈としては前こ述べた後生的な場合と大差ないよ

うです.すなわち層状黒鉱鉱床の下部は珪鉱式の網

状鉱染鉱床となりさらに模式的に〉'えばこれはさらに

深部で脈状鉱床に移化するという考え方です.

以上述べたことを要約しますと層状鉱床の下方にそ

の鉱液の通路としての脈状鉱床の“ヒゲ"が生えている

ように多くの人々によって考えられてきたわけです.

このように解釈された原因を挙げてみますと

①層状黒鉱鉱床晒胎層準以下の地層は(先第三紀基盤岩あるい

は新第三紀層でも下都層については)上位の地層に比して

比較的対比が容易でありかっこれを母岩とする脈状黒鉱鉱

床がたしかにやや多いこと

②層状黒鉱鉱床と脈状黒鉱鉱床が相接してその関連性が直

接観察できる場合がきわめて少ないこと

③これまで層状黒鉱鉱床に比較的近接して分布する脈状黒鉱鉱

床の母岩の対比が容易で在くこの点がきわめておくれてい

たこと

しかしこのよう注ことで一応の解釈は恋されていたわ

けですがそれでスッキリ全部が片付いていたわけでも

ありません.

各鉱床周辺には“それだけでほ済まない"問題を暗

示するいくつかの現象カミ顔を出していたように思います.

今回の記事はこの問題点をとりあげて話をすすめ

てゆくわけですが①および②については③に比較し

ますとそれでもまだやや問題が少なv'ようです.

③はほとんど未解決のままで残されていたといって差

支えないようです.そしてこのことが層状黒鉱鉱床と

脈状黒鉱鉱床の関連性についての考察をやや単純にし

ていた最大の原因であったように思われます.このよ

うにお話してき凌すと北鹿地帯に見られる黒鉱鉱床と

いわれているものの全部についてとくに典型的な層状

黒鉱鉱床と小塊状のそれらとの胚胎層準をもう一度吟

味してみる必要がありそうです.

ところがここでノ･タとゆきづまるわけです.それ

ほこれら小塊状の石衝あるいほ黒鉱鉱床のほとんどはも

うすでに採掘済みである場合が多く当時直接これにた

ずさわった方女のお話を聞ければそれは良い方です.

私がこれまで約10年間黒鉱地帯をウロウロ歩き回って

いた際に案内してもらったり聞かされたりしたもの

を思い出して整理しているわけですがこれらの現在

見られる数少ない例として尾去択鉱床大盤鋸5派と

その上部に見られる石膏鉱床の関係を三菱金属鉱業

KKのご厚意によりましてご紹介いたします.その

詳細につきましては後に述べますがこのように前記

の脈状黒鉱鉱床とその直上に胚胎した石鷲鉱体あるい

は小塊状黒鉱鉱床の関連性カミわかるようなスケッチあ

るv'は記載カミ残っておれぱと思えてなりません.

そこで考えられることは少し余談になりますが19

60年前後より現在にかけてはこの後再び当来しないの

ではないかといわれるぐらいの“金属鉱山の開発ブｰ

ム"です.新鉱床の発見はいうまでもなくこれまで

問題視されてきた鉱山の坑内水が抜かれ古い鉱床が観

察されることもありましょう.またその下部に新しい

探鉱坑道が掘られて新鉱体カミ発見され以前の鉱体との

関連性において考え方が進む場合もあります.また

十和田の火山灰台地の下から以前にはまったく予想も

されなかった内の岱鉱床があの厚い掛蒲団をはねの

けて起き出し鉱床ヤ･探査ヤの眠りを｡ざます警鐘を打�
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ち鳴らしてわれわれに考えることの

探すためにからだを動かすことへの大

きな夢を与えてくれました｡内の岱発

見の意義を私はこのように受けとってい

ますがこのため今までは手のっかなかっ

たような場所に考えられなかった深部

に試錐カ拙来るようになりました.こ

のような時期でなければ国家予算とし

ても会社経費としても地質･鉱床の

��

解明にこれだけ多額の費用は使わせて50

くれません.北鹿べ一スンにおける多第19図

くの試錐結果がなくて層状黒鉱鉱床胚

胎層準前後にみられるあの三枚の“ドロ"の追跡を

たれカミなし得たでしょうか.これから得られた層状黒

鉱鉱床生成環境に対する考察は今後の探査あるいは鉱

床地質学に大きく貢献することでしょう.へたな議論

は少し後に回してもこの際しゃんしゃんボｰリ1/グし

てまずその記載を完壁に残したいものだと考えています.

鉱床がやや掘り尽されるという問題と鉱床学本来の考

え方とはちがうでしょうがしかし記載は浅さねば柾り

ません.現場を担当されている方々･大学の研究者

われわれのような調査マンそれぞれ仕事を分担して少

しでも多くの記載を残そうではありませんか.私がこ

のように主張するのはこの“開発ピｰク"に生まれあ

わせて各分野でそれを担当しているわれわれが後の人
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人に対して残しておかなければならない義務のように考

えるからです.

本題にもどってこれまでこの解説記事では層状鉱

床に関する図･写真はややたくさんのせてきましたの

で初めて鉱床についての記事を読まれる方々もどの

ようなものかあらましおわかりいただけたかと思いま

す.脈状黒鉱鉱床についてはまだお見せして在かっ

たキうに思いますのでその形態を層状黒鉱鉱床と比較

していただくつもりで鉱山地質その他の論文より適当

と思われるものをのせてみました(第18図～第22図)

層状黒鉱鉱床はもちろん124号②でご紹介した尾

去沢の脈～網状黒鉱鉱床とも少し違った感じがしませ

んか中につまっているものの種類が異なる鉱脈が互い�
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第9麦秋岡県下数鉱山の鉱脈生成深度推定値(数字の単位はすべて㎜1965立見辰雄)する脈状黒鉱鉱床の代表的なも

に切り合ったりしていて面白いわけですが鉱脈につい

ての解説記事を書き出しますとこれはまたこれでたい

へんな仕事になりますのでここでは図による形態とそ

のた参考になりそうなものを少し載せてみたいと思いま

す.

先ず便利第一主義の精神を発揮しまして東京大学の

立見辰雄先生が少し前に発表された“鉱脈生成深度推定

値表(第9表)"をここに集録しておきます.これは鉱

山地質の14巻一69号に本文カミありますが火山底性熱

水成鉱脈についての生成深度を地層の平均層厚から求

められて議論されておられます.その結論につきま

してはかって東京教育大学の宮沢俊弥先生が脈石鉱

物である石英の加熱実験よリ得られた推定値とも矛盾

することがなく新第三紀における最も卓越した鉱化時期

である酉黒沢～女川期(立見先生のA)においては

100～200mという浅所生成の可能性を述べておられま

す.鉱脈における生成深度をやや正確に知ることか出

来るならば鉱床成因論上きわめて大きな問題か片付くわ

けですカミ鉱床探査にとってもまたきわめて有利なこと

です.この意味から第9表をよく読んで下さい.

つぎに立見先生が取り上げられた秋田県下の鉱脈に

対応するように北鹿における層状黒鉱鉱床周辺に分布

の五鉱床についてその岩{鉱脈鉱

物の晶出順序"を第23図に示

しました(鉱脈の分布位置および

概略の走向につきましては124

号②の鉱床分布図を参照下さい)

1955年に住友金属の櫛原忠政さ

ん(当時北大)が記載された小

真木鉱床を初めとして23図より

鉱脈全般につv'て総括的に読みと

れる手とはそのほとんどが“黄

鉄鉱一黄銅鉱"の晶出に引続いて

晩期1ピ欄亜鉛鉱一方鉛鉱''が晶出している点です.

このやや規則的な傾向にっきましては古くから記載さ

れ議論も行なわれていますカミ(この点につきましては名

古屋大学の長沢敬之助さんの“三川鉱山の鉱化作用"鉱

山地質12巻一54号カミ大いに参考となります)層状黒鉱鉱

床における“珪鉱→黄鉱→黒鉱"の生成順序にやや類

似していて興味深いわけです.

以上で脈状黒鉱鉱床にっいてそのなかにっまっている

ものの種類それらの出来る順序とさらに鉱脈が地殻

のどのあたりで生成されるものかなどという点にっい

てお話ししました.

つぎにこの硫化鉱物中に含まれる微量成分の地球化学

的な検討を手段として多年東北目本内帯に分布する金

属鉱床の成因的研究をっづけられた地質調査所の高橋

清さんと同様に主としてグリン･タフ地域における金

属鉱床の化学探鉱を長年研究された当所の東野徳夫

君の仕事をご紹介します.これらほ層状黒鉱鉱床と脈

状黒鉱鉄床を比較検討するという立場をとっておられ

ますのでこの結果を頭に入れておいていただいて後

の話を読んで下さい.

『金属鉱床の各鉱石鉱物中の微量成分含量が鉱床生成

時の条件と関連性をもつか否かは多くの立場から論議
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第23図秋囲県北部層状黒鉱鉱床周辺の脈状黒鉱鉱床における鉱脈鉱物の晶出順序�
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が進められているところであるがこの研究結果からは

密接在関連性が認められる』と高橋さんは結論づけて

おられます.その要点を抜いて読んでいただきますと

(1)各鉱石鉱物の微量成分の統計的結果は一般にNi･Co

含量とくにNi含量がきわめて低く低温生成の可能性

を示している.それにもかかわらずBi･In･Snの検出

頻度がやや高い.

(2)鉱床の形態別に(黒鉱鉱床･黒鉱式網状鉱床･鉱脈鉱床

･ゼノサｰマル型鉱床)各鉱肩鉱物の徴量成分合量を統計

した結果はゼノサｰマル型鉱床ではIn･Sn･Bi･Co

などの元素が著しく濃集しその他の鉱脈鉱床では漸減

し黒鉱鉱床ではほとんど含まれないことおよぴAs･

Sb･Ge･Ga･Mo･T1の元素が逆に黒鉱鉱床のみで濃集し

ていることが明らかとなり鉱石鉱物の微量成分合量は

鉱床の形態により規則的に変化し鉱床の生成時の条件

と密接に関係していることを示した.

(3)統計的結果および個々の鉱床についての解析から鉱脈

鉱床の徴量成分合量は鉱液の物理的･化学的条件の変

化により起こる鉱石鉱物の分別沈澱に伴う元素の配分

により支配されたと推論される.ゼノサｰマル型鉱床

では未分別の状態にありそのたの鉱脈鉱床では分別

分配が進んだ状態にあったと考えられる.

(4)黒鉱鉱床黒鉱式網状鉱床で濃集しているAs･Sb･Ge･

Ga･Mo･Tユ1こついては鉱脈鉱床における元素の分別

分配の現象だけでは解釈されず生成条件の特異性を示

唆している.

(5)これらの元素の濃縮した機構を黒鉱鉱床の地質的環境か

らこれらの元素の化学的類似性等から“地下から上昇し

てきた熱水溶液沸地表近くで圧力を低下しそれにより

沸騰がおこり液相部と気相部に分離し気相部にはH20･

H2S･C02などの他に低沸点ハ貝ゲン化物が集まる岨こ

の時地表近くでしかも不透性の泥質岩などの存在で急冷

され液相･気相部の構成元素が同時に沈澱したのが黒

鉱鉱床であり低沸点ハログン化物を元素としてAs･

Sb･Ge･Ga･Mo･Tl･Hg･Se･TeおよびWが挙げられ

る"と考えた.

(6)この考えで黒鉱式網状鉱床を考察した場合もじゅうぶん

に解釈し得る.

つぎに“黒鉱鉱床と鉱脈鉄床における土壌による地化

学探査上の2,3の特徴について"とV'う東野君の研究を

要約しますと

『黒鉱鉱床と鉱脈鉱床地帯の鉱床上部における土壌中の

Zn･Cu･Pbおよび微量成分等を検討するため対象とした

鉱種･鉱山名およびZn･Cu･Pbの含有量は第10表のと

おりである.

金銀鉱床ではZn･Cu･Pbとも平均値が100ppm以下

で銅鉱床ではZn･Pbは100ppm以下であるかCuは

100pp汕前後から数100ppmの値を示す.

黒鉱鉱床ではCuの含有量に比してZn･Pbの含有量

が高く数100～数1000ppmという値を示している.

土壌中の微量成分については前に述べた高橋さんの

硫化鉱物中におけるそれの挙動とほぼ等しいカミさらに

鉱秘鉱山Z皿叩㎜

金銀縄地70

犬仁176

鍋宝倉50以下

奥山90

大地70

黒鉱花1潤100

囲代2250

珪鉱相内78

鍋1キｰスラガ唱土倉110

C凹叩m

�

50以下

�

�　

�　

50以下

㈳�

50以下

�　

Pb叩m

50以下

50以下

�

50以下

50以下

�　

��

50以下

第10表

50以下

黒鉱鉱床地帯の土壌にはBaが異常に濃集する現象カミみ

られる.黒鉱鉱床と鉱脈鉱床における土壌中のBaの

螢光X線分析による結果を第24図に示すが後者ではほ

とんどBaのピｰクカミみられない.逆に鉱脈鉱床では

Bi･Inが検出されるものがあるカミ黒鉱鉱床では検出限

界以下である.

以上のように土壌中の微量成分についても硫化鉱物

中のそれとほぼ等しい便向がみられるようです.

以上のことを総括しますと高橋さんカミ結論づけたよ

うに東北員本内帯に分布している層状黒鉱鉱床およ

び脈状黒鉱鉱床はそれを構成している鉱石鉱物の微量

成分含量の検討からは明らかにその生成環境には差違

が認められるがそれの時期に関しては“ほぼ同時期の

鉱化作用"とい完るようです.

これまで螺鉱論争"とか“黒鉱鉱床成因論"とかい

いますと層状黒鉱鉱床に限られていたきらいカ婁ありま

すがほぼ同時期の鉱化作用ということになれば脈状黒

鉱鉱床も抱含した議論をこれから展開しなければより

真に近付くことは出来ないようです.そうなりますと

前にも述べたわけですがこれら両者の関連性か一番間

題となってくるわけです.このことに関して私は従来

よりいわれている“層状黒鉱鉱床の下方に脈状黒鉱鉱

床のヒゲか生えている"という考え方とは少し違ったこ

とを考えていますのでこれからそのお話に入ることに

します｡まず第11表を見ていただきますと左の枠

����

1,400�B･Kα｡,伽�BaKα1.400�1,400�工.400

���

1,20�1,200�工.200�ユ,200�1,200
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第24図土壌中のBaの螢光X練分析�
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中のものは表中にも書いてあります通り当所め特別研

究“北鹿地帯"の金属鉱床密集地域の広域調査研究(地

質調査所第49回所内研究発表会昭和39年4月16目)に

よるものですが右の清水･渡辺さんによる屍去沢鉱山

付近のものも含めて前に述べました“層状黒鉱鉱床に

比較的近接して分布する脈状黒鉱鉱床の母岩の対比が容

易でなく…･"に当る北鹿地帯における層状黒鉱鉱床

周辺の脈状黒鉱鉱床の母岩の層序です.

この層序対比についてそれぞれ調査研究者のそれをご

紹介しますときわめて長く在りますのでここでは各

地区において層状黒鉱鉱床層準がどこにあり脈状黒

鉱鉱床の鉱化がどの層準にまで及んでいるかを述べま

す.二又固相内曲小坂地区における層状黒鉱鉱床層準

は皿期に当る古遠部層の湯沢tf層と相内Baのほぼ境界

!付近にあります(相内･古遠部鉱床).またこの周辺に

見られる脈状黒鉱鉱床としては長木鉱床で代表されま

すがその他堀内･大地･若木立･金畑などがありこ

れらは相内Ba上位の堀内互層を母岩としている鉱脈と

v･えます.つぎに安久谷川地区は北鹿地域の最東部の

地区ですカミここには不老倉鉱山で代表される不老倉鉱

床群があります.そのZ㎝ingの中心に当る不老倉鉱

床は折戸層の下部層(W-V期)を貫く粗粒玄武岩を母

岩としていますがこの南部には花輪層状黒鉱鉱床が分

布しその層準はこれより下位の皿期(相内1古遠部層

状黒鉱鉱床とほぼ同一の層準に当る)に当ります.田

山地区には花輪線国山駅東北方の大浜アンチモン鉱床

(輝安鉱一石英脈)が見られますがこれは才田橋の

We1dedtuffを母岩とする毛状紬脈鉱床でこれも層状

黒鉱鉱床層準の上位層に鉱化を与えている鉱脈の一つで

す.北鹿地帯における脈状黒鉱鉱床の代表的なものと

して圧倒的な鉱床量(粗鉱3,000万トンに及ぶ)を持っ

尾去択鉱床の鉱化は清水･渡辺さんなどにより酉黒沢

後期に当る湧上凝灰岩に及んでいて

これも層状黒鉱鉱床層準よりはるか

この点の吟味はさらに少し離れた他の地域でも出来る

ようです.福島県八総鉱山(住友金属鉱山)は古くか

ら層状黒鉱鉱床と脈状黒鉱鉱床の両者を採掘していたこ

とで有名でしたカ主これらの関係を住友金属,の小林直樹

(現住鉱コンサルタント)･式目ヨ晃幸さんらによってご紹

介しますとつぎのようです.

第12表鉱山付近の周序
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�220m�基底礫岩層で凝灰岩･砂岩･頁岩を爽在�一�
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戸坪層状鉱床の状態は第26図の通りですカミ第12表

に示しましたようにきわめて優勢な木戸第二脈状黒鉱鉱

床カミ層状黒鉱鉱床層準を貫いてその上部の凝灰質砂岩

層を母岩としています.また同じく福島県横田鉱山

(横困鉱山KK)は昭和30年に本格的な開発に着手した

黒鉱鉱床ですが鉱体の内部構造が他の黒鉱鉱床(とく

に北鹿地帯のもの)と比較してやや異なっている点で注

目されていたものです.

これらについて横田鉱山の平林武雄さんの“鉱体の内

部構造と鉱化作用"を要約しますと『横岡鉱床は下位

より角礫凝灰岩または流紋岩→貧珪鉱帯→珪鉱→珪質

黄鉱→黄銅鉱富鉱帯→晶洞質黒鉱→硬質黒鉱→ソｰプ岩

→泥岩よりなるが黄銅鉱富鉱帯より上位は層状で以下は

網状鉱染帯となっている(第27図参照).これらの鉱

体内部には層状部を貫く多数の閃亜鉛鉱一方鉛鉱一重

晶石紬脈が見られ(脈幅最大10～15cm)この二次鉱化

のやや劣勢なものはさらに上盤のソｰプ岩および泥岩

をも買v･ている.これらは層状部との関連性において

第11表婦序対比表

上位の地層に鉱化作用の見られる好

い例と厚われます.以上述べまし

たことを要約したものが第25図の

“モデノレ"として示したものです.

小坂･花岡で代表される典型的な

層状黒鉱鉱床とその周辺に数多く

分布する尾去沢で代表される脈状黒

鉱鉱床の関係は“モデノレ図"で示

しました通り前者が早期生成と考

えねぱたらぬようです(もっともこ

れには層状黒鉱鉱床を同生的に考え

る前提カミあります)
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唯一回の鉱化作用では説明がつき難く二

期の鉱化を考えている.横田鉱床はこ

の二次鉱化現象により富化され特に脈

石として産する重晶石の存在は重要であ

る.さらにこれら二期の鉱化作用は相

関連したものと考える』以上ですか平

林さんの記載された二次鉱化はその産

状および鉱物組合せの点より考えますと

北鹿地帯における長木鉱床のそれとま

ったく類似するものと思われます.

つぎに第25図一モデルｰ⑪および②

として脈状黒鉱鉱床の上位に“ちょこ

なん"とのせた鉱坑が皆さんの気にな

るようですからこの点について述べた

いと思いま史第28図は先にちょっ

と触れましたように尾去沢鉱山大盤鑓

5派とその最上位に見られる鉱量数万

トンに及ぶ石膏鉱体との関係図です.

私はこの現場をまだ見ておりませんので

戸

坪

沢

第26図

算算簑八総鉱山ダ

一

う､､

･､

臓`一.押

赤倉通洞坑口レベル84虹ニニニニ㎏……葦=ニエｰ¶

凡譲誰＼､･1･∴

□凝灰岩一㌔ぺ,･･

例昌鱗露岩u山･･

三菱金属鉱業

の渡辺操･池田周作さん在とに以前お聞きしたことをご

紹介しますと大盤鑓5脈の最上位の母岩は湧上凝灰岩

層であり大盛5脈と石膏鉱体との関係は図に示しま

した通り断層帯の介在のため直接的なものは不明のよ

うです.しかしこの断層帯の中には大盛5脈の鉱石カミ

礫状にとり込まれているので断層帯の生成は大盛5派

より後期のものと考えられます.そこで断層帯中にほ

とんど直立に近く突っ立って分布する石膏鉱体が礫状

にとり込まれた大盛5脈の鉱石とほぼ同様な機構で魏在

見られるものなのかあるいは後期に断層帯を交代して

生成されたものと考えるべきものなのかにっいては現

在の開発状態ではわからないそうです.いずれにして

も尾去沢鉱床の上位にこのような石膏鉱床カミ見られるこ

第25図層状黒鉱鉱床と脈状黒鉱鉱床の模式関係図

㈱�

とをご存知の方は少ないように思いましたのでご紹

介しました.

そこでつぎにこのような現象は尾去択だけのものな

のかどうかを考えてみますと前にもちょっと書きまし

たが石膏鉱体を頭にのせている脈状黒鉱鉱床はこのほか

に大地･長木･大根森などカミありさらに小塊状の黒

鉱鉱床(主として黒鉱)を直上に持っ脈状黒鉱鉱床とし

ては小真木･堀内･宝倉などがあります.

そうしますとこれら脈状黒鉱鉱床の直上にあるいわゆ

る“黒鉱鉱床"と脈状黒鉱鉱床の前後関係がまた問題

になってくるわげです.前記屋去沢の例以外には梯

原忠政さんが述べられた小真木鉱山において上部の黒

鉱鉱床と下部の白根脈状鉱床が毛状～細脈を経て漸移関

係にある記載が見られます.その他はほとんど採掘跡

でありデｰタに乏しいのですがし

かしこの場合でも脈状黒鉱鉱床が

⑤1

1モデル)

①.②

①小塊状黒鉱鉱床

(I理)

u岬)(m側(lV型)

㍗食平

一一一汁一

②小塊状一糊ト網状石燐鉱鉱床

③尾去沢で代表される脈状黒鉱鉱床

④小坂花岡て代表される典型的層状里鉱鉱床

⑤角礫岩脈の生成時期

さらに上位に著しい鉱化を及ぼして

いるという現象は見られないようで

むしろ脈状黒鉱鉱床の先端で細脈

～網状石膏鉱床(見掛けあるいは採

掘跡で見ると小塊状)あるいは小塊

状黒鉱鉱床に移り変っているように

考えられます.以上のことから現

在のところ私はこの関連性につい

ての解釈を両者ほぼ同時と考えて

います.しかしこの点はさらにデ

ｰタを積み重ねてゆきたいと思って

います.�



κ.

'七南

26号下部鉱体

山

第27図福魁県横国鉱山本山鉱床(NW-ES)

以上でもうおわかりのことと思いますカミ北鹿地帯で

はこれまで第25図一モテ/レ図一①･②の鉱体と典型

的な層状黒鉱鉱床④の胚胎層準を同一視していたよう

です.そのため④カミ上位にあカミり脈状黒鉱鉱床はすべ

て層状黒鉱鉱床の下位の“ヒゲ"になっていたわけです.

ここでついでにモデル図に⑤として書きました角礫岩

脈に触れておきたいと思います.以前竹田英夫さんが

“いわゆるグリン･タフ地球の鉱化作用に伴う2･3の

負礫岩脈について"(鉱山地質11巻一48号)と題して各

地各鉱床に伴う角礫岩脈の総括をされましたがその中一

から北鹿地帯の層状1脈状黒鉱鉱床ぽ伴う負礫岩脈を抜

き出してその生成時期を吟味してみますと層状黒鉱鉱

床の場合は例外なくそれらを貫いていて後期生成を物語

っており脈状黒鉱鉱床に伴うものは早期～中期にすべ

て集中しているようです.これらのことは層状黒鉱

鉱床④と脈状黒鉱鉱床③をモデル図のような関係に設

定することで角礫岩脈の生成時期も統一的に整理でき

るように思われます.

さてっぎに第25図有枠に書きましたI型～W型で

示した“モデル図の変形"について述べます.これら

はもちろん思いつきでモデル図を分解したわけではなく

今後の作業仮説としてそれぞれ各地の黒鉱鉱床に当て

はめて私なりの四つの代表的な型を作ってみたわけです

が名前をそのままに出しますといろいろと差障りの

あることも考えられますのでここではそれぞれの型の

特長を述べることにとどめたいと思います.

I型の特長として最も大きなことは･層状黒鉱鉱床④

か規模大であるに比例してその周辺に見られる脈状黒

鉱鉱床③の規模もきわめて大きいことです.これは単

んに偶然そのようになったのではなく大層状黒鉱鉱床の

生成環境にはその周辺に大脈状黒鉱鉱床の生成カ必然

的なものであるという地質構造発達吏的因果関係を読

',みとることカミ出来ます.このことに関

･･しては項をあらためて(グリン･タフ構

t"'進発達吏からみた黒鉱鉱床の成因の項)

､述べたいと考えていますか今にして思

｡.二えばその意味からは“完壁な潜頭鉱床"

などとv･うものはあり得ないとさえい

えるように考完ます(第29図)

､一九一例]I型はI型の場合層状黒鉱鉱床を脈状

'田流鱗櫛匿灰岩

鰯壌㌶鉱鴛瓢鴛轟簑簑二

､下部鉱体機質釜潤して､･ますこれも偶然にそう柾った

囮晶洞質黒鉱嚇

麗鱗帯のではなくてやはり地質構造の反映と

考えられます.

皿型は図の通り脈状黒鉱鉱床の発達が

きわめて悪くほとんど鉱染程度のものです.この場合

下位の層状黒鉱鉱床④の発達もこれに比例して劣勢と考

えられます.この環境ほやや厚い砂岩泥岩の堆積がみ

られ上位の石膏鉱床②が比較的発達するもののようで

す.

IV型は図のとおり上位石鷲鉱床②と脈状黒鉱鉱床がや

や優勢に発達するものです.

以上これまで私カミ層状黒鉱鉱床と脈状黒鉱鉱床につい

てしつこいくらv'にその関連性を述べてきた真意には

つぎの二つの理由があります.その一つは第25図I～

〕V型に示したものを見ていただいただけでも黒鉱鉱床

と一口にいうものにこれだけの変化が考えられます.

ある地域の黒鉱鉱床のみに習熱されてそれが全部であ

ると考えられるとやはり物足りなさがあります.

次の理由は前にも一寸触れましたがこれからは“黒鉱

論争"に鉱脈鉱床の現場を担当されている方々も積

極的になっていただきたいということです.私の考

例

L坑道

�

坑道

�

坑道

一:､､｡.B395

回二二;;;;磁､...一キ宇青利

一｣触｣ユnj]口11卵

�

第28図秋田県尾去択鉱山における鉱脈と上部肩膏の関係図1:1000

(三菱金属尾去択鉱業所資料)�
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第29図層状黒鉱鉱床と脈状黒鉱鉱床の模式関係図(釈迦内鉱山の地質鉱床坂崎･太田垣ほか鉱山地質15巻1965参照)

え方カミ正しいとすればこれからの潜頭層状黒鉱鉱床の

探査にはむずかしい母岩の変質や層準の決定も最後に

は必要なのですが大きな構造をまず把握することカミ大

切でそのための目安には頭を出している鉱脈鉱床付近

における地質環境の解折が役に立つわけです.その意

味からも鉱山地質学会が第16回総会(昭和41年2月4

目)に以下の要領で行なう討論会にはぜひ多数の方々

カ拙席されることを希望します.

記

日本鉱山地質学会第16回総会討論会の開催についてrグリ

ン･タフ地域の鉱床生成期(黒鉱)における地質環境』一時

に水底における噴火および堆積の機構に関する問題を中心とし

て一

･講演

久野久火山艶出物と砂層岩の分類について9.00～9.40

浅野清有孔虫化局欝からみ淀新第三系夢)堆

積について嚢｡4ト夏｡｡蜘

北村信グリン苗タフ地域における篤三紀遺

'構運動紀似て夏｡｡郷榊!王咀郷

池辺穣秋岡油願飽螂鵬ける合油第三系の

地質構造発鐘紀ついて三夏､郷榊鴛､⑰0

･討論

松田時彦･中村一鯛(講演)鴻｡O⑰刈薯.遂O

水底における噴火および堆積の機構に関する閥題点

･討論会用資料提出者および質問予定者

13.40～16.00

織1㌧卜欄蜘

各大学ならびに諸研究機関関係者より

･自由討論蝸｡◎⑪列7,oo

･座長立見辰雄(棄犬)

･参考資料(ご希望の方は私凄で串し込んで下さい)

日本古生物学会刊“化石餐号り骨宣濱本の新鶴三系

(各鋤円)

池辺穣秋田油固地域における含油第三系の構造発達と石油

の集積について

講演要旨･討論会用資料集抽討論会議事録(一緒亙亜◎0⑪円)

･世話人三枝守維(三菱金属)吟辞意餓(皐犬)俵麟隷

(同和鉱業)目高鐘(驚本鉱業)佐藤壮鄭(地調)

梶原良道(東大)北卓潜(植請人察務局曲地調)

これまで私はこの記事を書き出してから定義をつく

らずに黒鉱鉱化作用ということばをたびたび使ってき

ました今回のしめくくりとしてこれからこのことにつ

いて述べようと思います.

新第三紀における鉱化作用のうちで酉黒沢期より女

川期へかけての鉱化作用が他に比して圧倒的に大きな

ものであろうことほ藤岡一男先生を始めとして多くの

人人の支持を受けているところです.この特筆すべき

鉱化期にわが国の特産とも称せられていた(最近はぼ

つぼつ外国の黒鉱鉱床が毅告されています)特異な黒鉱

鉱床が生成されているわけです.この鉱化作用の内容

につきましては25図の説明の項で詳細した通りその

生成に同生的な環境カミ考えられている層状黒鉱鉱床の生

成後尾去派鉱床で代表される.グリン･タフ地域に

きわめて数多く見られる脈状黒鉱鉱床カミ重複している

わけです.このことに関して早稲田大学の今井直哉

先生は“東北目本内帯に発達する接触鉱床の成因に関す

る問題"の中で『これらの接触鉱床は先第三紀接触交代

鉱床と中新世熱水性交代鉱床カミ重匁り合って生成された

もので後者はいわゆるグリン1タフ層のなか紀普遍的

に分布する浅熱水鉱床の一部と生成時期および起源を同･

じくするものである』と述べておられ塞すがごれらも

いま述べた脈状黒鉱鉱床と同一のものであろうと思われ

嚢す自�
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すが次回ほ“鉱床の形態

･構造･鉱石の組織"など

について書いてみるつもり

です.昔はすべての地質

ヤ探査ヤカミテクテク歩い

ていました.目的の沢ま

でたどりつくのに二里や

三里歩くぐらい普通でした

が最近は開発ブｰムにの

って“ジｰプ全盛時代"

小田島吉次君(三菱金属鉱業古

遠部鉱山勤務)です.ヤマでジｰプが止

っていたらそれはどこかの地質ヤカミそのへんにいる

と思わなくてはなりません(しかしわが国では未だそれ

ほど使われてい在いヘリコプタｰも外国では鉱山調査

｡開発にはなくてはならない武器のようです)戦前

は鉱山地質学会も柱く鉱山に勤務した地質ヤは探査に

ついての組織も皆無でずい分と苦労されたように闘い

ています.戦後これではいけないといろいろの改革が

行なわれてまず組織カミできたようですが何が役に立った

かと云って“調査員制度"ぐらv'偉力を発揮したもの

はないようです.とくに坑内なぞは目女の調査を受け

持って現場を一番よく知っているのはこの調査員と呼ば

れる人たちのようです.大学の研究者や私のような調

査マンがヤマベゆくと一番お世話になるのもそうです

が卒論やその他で学生地質ヤがどうやら仕事をまと

める過程でこの人たちの知識と親切カミどのくらいの役

割りを占めているか皆さんもよく知っておられること

と思います.

秋岡県古遠部鉱山勤務(三菱金属)の小田島吉次君は

鶴繍舳舳±…･撫㈱佐藤孝市さんの右腕

書いているこの記事について感想を書いて送ってくれま

した.その感想文をそのままのせるのが礼儀とは考え

ましたカミそのままでは少し過分にすぎるようですから

この雑文にかえているわけです.

われわれが鉱山調査に行って仕事をする場合に細か

い調査研究の面では独自性カミあるかのように考えがち

ですカミその基礎となる地質鉱床については現場担

当の地質ヤさん調査員などの人たちのデｰタを土台に

していることを忘れたくないものです.その結果の発

表などにもものによってはじゅうぶんの配慮カ必要と

思われます.

今回はこれまでお世話になった調査員の方々にお礼の

つもりでその代表として小田島君に登場願ったわけで

す.よせられた感想文の最後には『全国のおも在黒鉱

鉱床の上下盤の岩石のカラｰ写真をのせて･…』とあり

ました.写真を全部カラｰにすることはこの地質ニ

ュｰスを作っている編集の方々の年来の悲願なのです.

そうするためにはこの地質ニュｰスがもう倍も出れば

よいそうですカミ皆さんでPRしてくれませんか.

(筆者は鉱床部)

ヘリコプタｰ

量近は“くるま"

も使います.(ノ･

ン叩一をぶリ上げ

ている人は村山王

邸奏ん(現応用地

質調査事務所浦和

研究所地質部長)

後向き河田溝雛

石を持ってかっこ

うをつけてv'るの

は1⊥順直利顔

だけ見えているの

ほ教育大の田崎耕

'の皆さんで共に

領家グルｰプの面

々です.

“一つ地質ヤは歩くことを本

分とすべし"の時代でした�
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質凝灰角礫岩

�

11∫ll

�

〈

く

�ね

〈

�

粗粒玄武拷質

凝灰拷

泥詳

凝灰岩質泥岩

～～

200m△〈ム〈

∀

�

△∫△

ベントナイト

質凝灰岩

(黄鉄鉱鉱)

∀

〈〈

�

〈〈

川

〈〈

�

“賛鉄鉱鉱染網

5状

△△

～～

ll〈ll

〈ll《

“△川

△Il△

“△“

�∀

�

n11“

"“

���

石挺安山岩質,〕"

･凝灰拷""

泥岩x

凝麟灘㌻･､･

隷鉱嚢ξX

鉱床層準

11〈ll

〈ll〈

ll〈11

〈ll〈

ll〈ll

〈ll〈

l1〈ll

(鉱床層堆)

〈〈

1一

〈〈

川

上舵鉱山

砂

頁

安山岩質

凝灰岩

砂

凝灰角礫詐

〈11〈

250㎜

〈

黄鉄鉱鉱染

鳶ントナイ

興凝灰岩

角礫化

石英安山岩質

になる

凝灰角礫拷

〈〈

〈

〈〈

〈

塘

ベントナイト

質凝灰署

〈

←一粘

〈〈

〈

薬安山岩質～～

土

黄鉄鉱鉱染

〈〈

凝灰角礫岩

石英安山岩～

石英安山岩質

凝灰角礫岩

石英安山岩質

凝灰岩～石英

安山岩質凝灰

角礫岩

㌰ね

黄鉄鉱細脈

〈〈〈

も石英安1w÷

A〈

�∀

ll11石英安山詐質

1fll11凝灰岩

���

石英安山岩

石英安山桝

(角礫化)

変質帯(基

質部はマンガ

ン鉄分にとむ

赤色の粘土

状を呈す

井

岩

衿

頁粋

'､■～

～

～～

微鉱染

弱鉱染

強鉱染

弱鉱染

微鉱染

詮

染

頁岩

IlllI一｡1

凝灰石

･1"

1I11頁岩

頁杵黄鉄鉱

〉V鉱染

VV石英槻面桝

�

�

〈(古遼部鉱山

"<岬(相内)

<"〈

～∀

��

��

<"〈

∨∀

��

"〈"

<ll〈

��

<･<

1I〈ll

く"<

���

��

��

<"く

～�

��

"<l1玄武岩(棚内

く11〈玄武岩)

淡鵜一淡緑色

"<"粗粒で杏仁状

く"〈組織(緑泥石

11<"緑簾石方解

<"〈雪)を有する

一の地域の地

"<"表に広く分布

<"<する熔岩であ

ll<l1る(121号①一

P.3の写真I

<"<参照)

"くll

<"〈

��

〈ll<

ll<岬

��

��

〈11<

���

��

～�

��

～�

〈"〈

～∀

<ll〈

"く"

��

､111

〉

〉

〉

〉〉

�

�

�

鮮青緑色の

いわゆる安

∫喘質凝灰

拷を主とす

るがときに

頁岩のレン

ズ状薄層を

はさむまた

厚さ50㎝前

後の淡黄白

色の凝灰料

をはさむこ

ともある

.④:

④･④

･④'.

"～"

～l1～

"～"

へ"～

内ノ岱鉱山

(北東1部)

礫層(第四紀

層)安山岩を

王要構成礫

とする泥･

砂礫層

淡緑色称森

凝灰岩(細粒

凝灰岩)

弱粘土化

黄鉄鉱鉱染

1,～l1淡緑色セリサ

ヘ1.～イド粘土

�

堀

塘

淡褐色泥質

鉄石英を若

干伴う

粘土質黒鉱

粘土質半黒鉱

粘土質黄鉱

淡緑色砂質

凝灰岩弱粘

土化

鶴鴇斬

←石欝

雪花石鷲およ

び若干の粘土

を伴う

粘土混り石驚

賛鉱

やや粗い黄銅

～△～鉱責鉄鉱の一

泰吉晶よりなる

灰色元山火

山角礫岩類

強珪化黄鉄

鉱黄銅鉱

若干鉱染

鉄石英粘土務

黒鉱

黄鉱上部は

畦鉱綴

粒～*出土質

流紋詐

石膏混り�



一12一

50㎜

�ね

150皿

㈰ね

��.1』■凹岨囲ム.』･■��������

�曲.｡�(最上鉱床)�o.o�釈迦内鉱山�｡..o�同和松峯�ム�一■邊'1,1つづき)�○夕､�三菱松峯

�邊��o.��..｡..��ムム�←個.化�o.�

�｡一.｡�←砂礫�o.o��｡.o���(凝灰角礫料)�oo�

�.o.oo��◎..�������

��緑色モンモリロ石粘土���.o..�砂礫�△～～�黄鉄鉱鉱染�o■�砂櫟

���､.o���(第4層�△△���

�X×��.o.'oo��o..o���流紋杵の角礫�`1oo■�

��Mr粘土���.oo'o��ム���

�X���砂礫���ムム��VVV�

���..o.'�������淡褐色多孔質

��黄鉱���`･�����

���O.一〇���モノモリロナイ�ム��〉�の流紋岩で

��(激密貿)�o.��11"�ト化凝灰岩���△△�時に気孔は白

���o.oo'.��XXX�綴密淡灰色�511三��V�

��������黄鉄鉱��色粘土鉱物で

��粘土混■〕���11����△△�

����流状構造の見����網状脈��充される

���""��llll��1��△�

�XX�白色粘土�11�られる�11△11��らllS��VV�

��石膏�1,1,1■�凝灰岩�△"△�火山礫���△�

�����11△ll�凝灰岩�ll∫ll��V〉�淡緑色弱く石

�X��ll"�泥質凝灰岩�����〉�けん石化した

��淡緑色粘土��泥岩�△11△�����

�XX��������.ム△�流紋岩質火山

����凝灰岩�､1△11����V�礫凝灰岩

��������

����(流状�ム11△�����

�×x�鉄石瑛混り�������△△�

����泥岩層理�ll△ll����V�

�XX����△ll△�����

��黄鉱�1I;;11�に富む凝灰岩�Il△ll����VV�

����泥岩�△11△����V�

��(班銅鉱に竃む�'11,11�������

���1'､."�凝灰岩一泥岩�ll△11�細粒凝灰岩����

��粘土混り��パッチ流状�,1�淡灰色����

��黄鉄鉱漉リ�11�凝灰岩������

�牌柑���泥㌣鰍�111.111111�黒褐色泥岩���1I･ll･�淡褐～鵜色激

���lll,11��111111�とモンモリ化���111111�密な泥岩部

��石衛�1,llI1�凝灰岩(流状��細粒凝灰岩����分的に凝灰岩

��責鉄鉱混･〕�11111,���(淡灰色)との�互層��11�質

�～�����黒褐色泥苧1���"�

���111."�パッチを持つ��細粒凝灰岩���1111�

����凝灰岩�"�����

��珪化岩石�､､1111��''､､I1����ll�

�い�網状黄鉄鉱����粗粒凝灰岩�(細粒松�峯凝灰岩)�lll,�淡緑色のレン

���､1��･.1,}ム11�����ズ状バッチ

�^,�銅､鉛唖鉛の�������ll�(浮石質)をも

��網状脈���△1一△�火山礫凝灰岩�(松峯火�山礫凝灰岩)�1.ll�ち淡緑色の石

皿�〕～ノ��､､'･､1�←やや流状構造������けん石化され

��強粘土�����石基�:褐色凝灰岩�11�

�VV����△11ム�����た凝灰岩で

���1､'1.､�の見られる���礫�:淡緑～緑火山�111,�

�〉���������象徴的な様相

��変�111111�凝灰岩�"All�����

�〉〉�������礫(5×10㎜m�ll･.決､11:X'･�を呈する

�����△llム�火u｣礫凝灰岩��白色斑点､��

�V�質��泥岩(角礫状)�".,1'�泥岩黒褐色�松峯火�u礫凝灰岩)�1■1Il｡.11■.･I`�

�〉〉������石基�:淡緑凝灰岩�.1'毛�

�V～～����"}�����

��黄鉄鉱鉱染��凝灰岩(流状��細粒凝灰岩�火山礫�:白色流紋岩��

��������角礫�･■11■`..,1111�上部は泥質～

�V〉��1■1111�泥岩��岬色の層理�)��1111�砂質凝灰岩と

�〉�白���山�����

�V〉���黒鉱�l111I1�I1泥岩と細粒凝灰岩と��の互層��ひんぱんに互層する淡褐色

�〉�色��粘土質泥岩��黒褐色泥岩����凝灰質泥岩

�V〉���“石膏�1111����llll�下部は褐色綴

�〉���黄鉄鉱�､1�����

��流����細粒凝灰岩���△�密な泥岩

�〉〉���“黄銅鉱�11"�淡灰色���ll�

������

��紋�一～〉V�������

�VV����～����"△"�

���〉～～�角礫状流紋岩��泥岩����

�����』����11△�

��岩����黄鉄鉱鉱染����

���〉～V������△"�

������黒鉱徴密����糾粒玄武岩お

���〉������ll△�よび流紋岩の

�����一～�����

���VV�流紋拷�����△ll�礫を含む強

���V��～�����

������､､鉱中黒鉱角礫���』1ム�く石けん石化

��嘉���

���V���棚犬黄鉱����される帯緑灰

���VV�角礫状流紋岩��粘土黄銅鉱鉱染���ム"�色凝灰崇

����流紋許�～～�����

���V〉���黄鉱激密����

������一珀質緑色火山礫凝灰石���△ll�

�����■x�黄鉱���1l△�

������淡灰色粘土���△ll�

������粉状黄鉱���11△�

������晶洞質黄鉄鉱���ムll�

�����～～����ll△�

������粉状黄鉱���"�

�����～～～�黄鉄鉱(多孔賀�)��ll"�

�����～�����

花岡鉱山

同和松峯

下部は褐色綴

㈵ね

㌰ね�



一13一

�

V"1〉

11△ll

〉11V

ll△ll

Vll〉

ll△"

〉"V

ll△"

Vll〉

ll△ll

〉11〉

ll△11

〉llV

"△1､

〉ll〉

"〈11

��

〈〈

〈〈

〈

〈〈

三菱松量

目(つづき)

白色徴密な珪

質流紋岩およ

び同質角礫凝

灰岩の複合体

で強く粘土化

している

暗灰～暗褐色

激密な泥岩

花輪鉱山

◎.O'O(明通し)一｡90?

/く1搬盤月､戻㌃㍑

ジ流紋岩質凝灰岩XXX

､､､､令角礫状黄銅鉱･△･ム･

閃亜鉛鉱...､

黄鉄鉱△△

(2ト27.5㎜)余△今

黒鉱令二合

XXX粘土質｡x

黒鉱{△11

△皿

VV変質帯状血I'

△(含角礫)ム｡△

〉〉llll

△△黄鉄鉱鉱染

����

粘土質

持芯なし､1.二

緑色徴密な砂石および

安山岩質角礫凝灰岩よ

りなる

褐色変質

安山岩

､.｡Il..

､.ll:11.1

��

粘土化(弱一11･

中)

灰色､粗粒雌く

化礫質凝灰岩1川,△'1

細粒凝灰岩弱く

珪化11.1

灰色～淡緑色

緑色弱珪化1〈

△lI

安山岩質角礫■〈

凝灰岩■〈〈

含花商岩礫

粘土化/

弱珪化

暗緑色安山岩

(角礫模造)

安山岩質角礫

凝灰箸

吉野鉱山

陸化灰色砂質

凝灰岩

灰色･白色耽

化角礫凝灰岩

灰色粘土帯

灰色礫質凝灰

岩粘土化

灰色礫質凝灰

＼付･

暗灰色粗粒砂

質凝灰岩

弱礫質･砂質

凝灰岩

黒鉱(52～

��洩

汁化角礫凝灰

岩

淡緑色安山着

質角礫凝灰岩

(炭イビ苛勿を含

＼む)

淡緑色

砂質凝灰岩

粘土化(弱)

淡緑色～灰色

中粒砂質凝灰

岩

｡･o.o

.o.o●

��

ll〉ll

〉"l1

血I･11

11〉

塘塘

11･111

〉

11･1

�

��

�

��

���

llVl･

塘堀

��

��

噬�

��

嘱�

�

��

噬�

ll△11

△ll△

ll△ll

"△l1

11△11

���

11△m

���

11△ll

���

11△11

���

11△ll

吉乃鉱山

ベントナイト化

凝灰岩

ベントナイト化

著しい

石英粗面岩

角礫化

緑泥石網状

緑泥石化著しい

凝灰岩ヒ

ペントナイト化

石英粗面岩

凝灰岩

ベントナイト化

凝灰角礫岩

(細粒)

ベントナイト化

凝灰角礫岩

(粗粒)

陸化(50㎝)

石膏を含む

十

塘堀

与内畑鉱山

粘土化呈色

泥岩

倉方解石黒色

泥岩

塊状石膏体

鉱染状石膏体

粘土化黒色

泥岩

灰白色凝灰質

頁岩

粘土化泥岩

塊状石欝体

鉱染状石膏体

粘土化呈色

泥岩

灰白色凝灰質

頁岩

ときに含黒鉱

石膏体

塊状石膏体

(食塊状雪花

石膏)

塊状石膏体､

ときに粘土化

泥岩をはさむ

鉱染状石膏体

粘土化

黒色泥岩

鉱染状石膏体

灰黒色泥岩

鉱染状石膏体

灰集色泥岩

`鉱染状石膏体

黒色頁拷

〈〈

灰

〈〈

凡例

慶酢･為)Eヨ鉄石英帯

区ヨ砂壮唇ヨ.榊桁

目鮒･1欄1鉱

匝コ凝鮒麗圏黄鉱

唖コ凝灰角礫粁鰯窮石膏

匝コ流洲㎜珊珪鉱

固榊I喘団黄鉄鉱鉱染

匝1安11｣排[]黄鉄鉱細脈

区ヨ総賭固粘キ化

1I1一

くll〈

黒(

以

下

色ほ

と

泥ん

μIど

石粘

土

化

な

し

砂岩

重品眉帯

(10～1m)

黒鉱

下部

緑色凝灰岩�
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��
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�ね

㈰ね

�ね

㌰ね

r拙r

llア11

塘

夫塩鉱山二;:;:横田鉱山

V､一V真珠岩質凝灰

砂礫層㌧Y↓岩･浮石を多

量に含む

珪化砂質

凝灰岩

真珠岩質

凝灰諸

頁岩

泥岩

XVY慕珠岩質凝灰

V旧Vマ寸

△V△

〉△V

〉△V

A〉△

ソｰプ特①

②硬質黒鉱

黄銅鉱富鉱帯

維質裁鉱

��

紋

詩

賢王

震嚢

轟欝

石塁

緑色石けん石

質粘土①真珠岩質凝灰

砂質凝灰岩岩の変質し禿も

半黒鉱黄鉱の･鉛･亜鉛

黄鉱電晶石細脈およ

粘土中にCu鉱染強ぴ鉄一石英細脈

含角礫粘土中にC･鉱染に貫かれる｡

緑色凝灰岩:Cu鉱染

(含確化角礫岩)

青灰色石けん石質粘土

C迎鉱染瞳

灰色～緑色粘土化②①と同様

弱くなる

Fe,BaS〕｡鉱染

珪化砂質凝灰岩

緑色凝灰岩粘走化榊1…化角㌘榊)
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